
石教研情報教育部会�
 	

2021	情報教育部会・事後アンケート(回答)	 �
�
・調査期間 9月3日〜9月10日 ・調査対象 石狩管内公立小学校及び中学校 ・回答数 286人�

１、今回は、研鑽を深めていただくため、ＧＩＧＡスクールについての動画を
視聴していただきました。研鑽を深めることができましたか？�

ア、とてもできた�
　111人（38.8%）�

イ、まあまあできた�
　162人（56.6%）� ウ、あまりできなかった�

6人（2.1%）�

エ、できなかった�
　1人（0.3%）�

その他（３名）�
・どの市町村でも動画
を視聴できる環境づく
りをお願いします。�
・江別市の校務用パソ

コンからはクロームも
ＩＥもはじかれて未視
聴です。後で個人のＰ
Ｃ等で視聴します。�
・自分の校務用PCから
はユ－チュブを見るこ

とができないため�

オ、視聴してない
3人（1%）�

2、ＧＩＧＡスクールについて動画のどの部分が参考になりましたか？また、「もっとこの
ような情報があったらよかった」ということがありましたら、入力してください。�

参考になった点（一部抜粋）�
・子どもたちの動きを見ることができる。教師の体験談「先生が教えなくてもいいんだ。むしろ子
どもたちから教わる気持ちで…」というところがよかったです。　�
・GIGAスクールとは社会に開かれた教育課程という部分が参考になりました。　�
・クロームブックを活用した実際の授業を見たことで、実践する際のイメージができた。キーボー

ドの入力操作がスムーズにできるようにさせることが必要だと感じる。　�
・ICTが苦手な先生はどうすればよいか、というところで、苦手意識の強い先生方にどのようにICT
を活用してもらったらいいか、そのアプローチの仕方が参考になった。 　�
・ＧIＧAスクールという言葉自体に抵抗があったが、授業の進め方など分かりやすく解説してくれ
ていて良かった。�
・クラウド1人1台端末を活かした情報活用能力の育成です。　�

要望・改善点（一部抜粋）�
・主体的な学びを進めることが参考になり、実際の授業で注意しなければならない情報があると助か
ります。�
・小学校での実践ばかりだったので、もう少し中学校についての動画も欲しかった。（複数回答）�
・発達段階で児童がどこまで使えるようになればいいのかが知りたいです。�

・情報よりもGoogleスライド　フォーム　スプレッドシート等の学校関係テンプレート集みたいな
ものを作って各校作成したものを集約してほしい　�



２、どの内容のレポートを閲覧しましたか？あてはまるもの全てをチェックし
てください。�

内容①「子どもの情報活用能力の�
　　　　育成を目指した授業実践」�

レポート全般の内容について�

内容②「教師がICT機器や図書館・�
インターネットを活用した授業実践」�

内容③「情報モラルやマナー」�

内容④「校内環境整備」�

内容⑤「保健業務」�

その他�

ア、とても参考になった�
　147人（51.4%）�

イ、まあまあ参考になった�
　135人（47.2%）�

ウ、あまり参考にならなかった�
4人（1.4%）�

今回２回目のオンライン開催でしたが�
・GIGAスクールで児童、生徒1人１台の端末が導入され、各学校では試行錯誤が続く中、今回のオ
ンラインでのレポート交流では、「とても参考になった」「まあまあ参考になった」の回答率が、９
８%を上回る回答結果となった。今後も、このような交流の場面が必要であると感じます。�



３、内容①「子どもの情報活用能力の育成」の中で印象に残ったレポートのタ
イトルを１つ選んでください。�

・恵庭・恵み野小「ICT活用の授業実践」（48人）�
・江別・上江別小「Google for educationの活用について」（31人）�
・恵庭・柏陽中 「Chromebookを活用した授業実践のイメージ」（29人）�
・江別・東野幌小・各教科でGIGA授業実践（23人）�
・石狩・花川小「国語科における新聞づくりの実践」（19人）�

・江別・東野幌小「児童の情報活用能力育成を目指したGIGA端末活用」の実践（16人）�
・北広島・西の里小「子どもの情報活用能力の育成を目指した授業実践」（13人）�
・恵庭・柏小「校内の情報機器環境と実践」（11人）�
・石狩・浜益中「国語科の実践」（11人）�
・北広島・北の台小「算数プログラミングの実践」（10人）�
・千歳・北栄小「タブレットを活用した授業づくり」（9人）�

・江別・いずみ野小「GIGAスクール端末導入直後の・・・」（8人）�
・新篠津・新篠津小 「プログラミング教育の取り組みについて」（7人）�
・千歳・祝梅小「杉本・守田・湊・初山・中村の実践」（7人）�
・石狩・紅南小「基本的なプログラミングソフト活用の実践」（5人）�
・見ていない（39人）�

印象にのこった点（一部抜粋）�
・恵庭・恵み野小:どのようなアプリを使っているかが知ることができた。Googleclassroom の forms・jamboard・�
　　　　　　　　スライドの活用や実践。�
・江別・上江別小:欠席連絡についてclassroomを使うことで簡単に連絡ができる。ぜひ活用したいと思いました。�
・恵庭・柏陽中:クロムブックが導入されたばかりなので、興味深く具体的なイメージを興味深く拝見いたしました。�
・江別・東野幌小:ミュージックラボ活用。油粘土にタブレット上で着色するという発想。新しい方法を学べたと感じました。�
・石狩・花川小:同市内での取り組みのため端末機材も共通であり本校でも取り組めそうな内容だったこと。�
　　　　（WORDの活用について）�

４、内容②「教師がＩＣＴ機器や図書館・インターネットを活用した授業実
践」の中で印象に残ったレポートのタイトルを１つ選んでください。�

・江別・大麻東小「GIGAスクール端末導入後の本校の現状について」（24人）�
・恵庭・和光小「GIGAスクールにおける、パソコンの活用について」（22人）�
・恵庭・島松小 「ICT機器の活用した授業実践」（20人）�
・千歳・千歳小「ICT機器を使った実践」（20人）�
・当別・当別中 「日常・行事でクロームブックを活用したICT実践」（19人）�

・千歳・北進小「支援学級での実践」（15人）�
・恵庭・恵北中「デジタル教科書の実践」（11人）�
・江別・大麻西小・「ICTを活用した表現方法の工夫」（11人）�
・石狩・双葉小「教師がICT機器を活用した授業実践」（12人）�
・石狩・浜益中「数学科の実践」（10人）�
・当別・西当別中「デジタル教科書データとChromebookを活用した授業実践」（9人）　他�

印象にのこった点（一部抜粋）�
・江別・大麻東小:現状やメリットデメリットが細かく分析されていてわかりやすかった。�
・恵庭・和光小:活用しやすいアプリやサイトを教えてもらえるのは非常にうれしいです。�
・恵庭・島松小:どの学習場面で、どんな教材をしようしているのかが参考になり、実践してみようと思いました。�
・千歳・千歳小:「ものすごい図鑑」「ネットレ」両方初めて知りました。調べてみたいと思います。�
・当別・当別中:英語科での活用方法、行事と絡めたChromebookの活用について�



５、内容③「情報モラル・マナーの育成を目指した活動・実践」の中で印象に
残ったレポートのタイトルを１つ選んでください。�

・北広島・西部小「情報モラル指導案」(49人）�
・石狩・花川中「中学生からSNSトラブルを守る～保護者にできること～」（38人）�
・千歳・向陽台中２「情報モラルやマナー」（36人）�
・江別・文京台小 「ネットモラルについて考えよう！」（35人）�
・石狩・花川小「ICTを用いた授業実践」（32人）�

・恵庭・恵み野中「情報モラル・マナー指導」（18人）�
・見ていない（78人）�

印象にのこった点（一部抜粋）�
・北広島・西部小：具体的にどのような指導がされているか実践を知ることができました。持ち帰りが本格�
的になる前にこの内容を指導したいです。�
・石狩・花川中：中学生が情報モラルやマナーを身につけるうえで，子供だけでなく保護者も一緒に情報化
におけるトラブルや現状について学ぶことが重要であると述べられていた点。そのような場を学校が提供し
たり，学校と家庭が連携してともに情報教育が進められるとよいと考えることができました。�
・千歳・向陽台中：道徳科や特別活動のみで実施するものでは なく、各教科との連携や、さらに生徒指導と
の連携も図りながら実施することが重要であ る。という部分。情報モラルに関しては各教科含め学校全体で
指導に取り組むこと�
・江別・文京台小 ：低学年から使えるネット依存の動画を使って、授業できることを知れたので、自分のク
ラスでも実践していこうと思う。�
・石狩・花川小：コロナ禍で家庭と教室を繋ぐ想定はよくあるが、不登校の児童にもGIGA端末を活用して距
離感を近づけていくことが可能なのだというアイディアが素晴らしかった。�
・恵庭・恵み野中：５つのテーマが厳選されていて今後指導する際のヒントになりました。�

６、内容④「校内環境整備」の中で印象に残ったレポートのタイトルを１つ選
んでください。�

・恵庭・柏陽中「定額制プリンタ比較報告」(43人)�
・江別・野幌小「ペーパーレス職員会議に向けてのとりくみ」(34人)�
・江別・第二小「Googleを活用した業務の効率化の実践」(32人)�
・江別・大麻東中「入れないwindowsに侵入」(19人)�
・石狩・花川小「ICT（マチコミ、Teams、Forms）を活用したとりくみ」(17人)�

・千歳・千歳中「GIGAスクールアイテムを活用した学年・学級指導の合理化・効率化の実践」（16人）�
・江別・大麻泉小「GoogleFormsを使った校内研究の実践」(15人)�
・江別・東野幌小「GIGA端末を活用した校務情報化」（7人）�
・北広島・東部中「Google Formsの活用」（7人）　　　　　　　　　　　　他�

印象にのこった点（一部抜粋）�
・恵庭・柏陽中：カラープリンターの活用があたり前になりつつある中で、プリンターの選択のポイントがわかりやすくまとめられていた。�
・江別・野幌小：ペーパーレス憧れています。ペーパーレスは様々な場面で導入されるべきだと感じました。�

・江別・第二小：授業の際に活用するだけでなく、教材の共有化などは自分たちの働き方に大きく関わり、データを移すなどの手間も省く

ことができるし、様々な先生の授業実践を知ることができてとても良い実践だと感じた�
・江別・大麻東中：現実知っていれば、使う時が来るかもしれない知識です。最近は少ないでしょうが、その昔、XP、win７くらいまでは、

「システムの破損、障害」というのがあり、一部の教員が既存の知識で対応せざるを得ないことがありました。そんなことを教員がしない
で済むように…と願っていたことがつい10年前です。�

・石狩・花川小：メールを活用することで、ペーパーの配布物をなくすことで予算を節約出来るし、使い方によっては切手代を浮かすこと
が出来ると思った。�

・千歳・千歳中：職員室にずっといる副担任が存在しているのがうらやましい。学級経営の円滑化を図る内容があり、参考になりました。�

・江別・大麻泉小：GoogleFormの活用の可能性。作業の効率化。�
・江別・東野幌小：教師もＩＣＴを活用していかなければならないと感じています。職員室の中でこのような実践をして行きたいです。�

・北広島・東部中：グーグルフォームの可能性や今後の課題がみえたところ。実際の活用方法が紹介されていて参考になった。�



７、内容⑤「保健業務」の中で印象に残ったレポートのタイトルを１つ選んで
ください。�

・恵庭・恵み野旭小「新型コロナウイルスのひみつ4~からだのバリア 3 段階~」(50人）�
・千歳・千歳小 「掲示物や保健だよりに使えるオススメイラストサイト」（22人）�
・江別・第一中「健康カードへの差し込み印刷の実践」（20人）�
・恵庭・柏小「校務支援システムを活用してみて」（19人）�
・恵庭・恵庭小「手あらいを見直そう！」指導資料（18人）�

・石狩・南線小「すごピタ8で作る!保健業務あれこれ」（15人）�
・千歳・緑小「学級指導用 新型コロナ対策 パワポ資料」（10人）�
・石狩・双葉小「保健指導指導資料の紹介」（4人）�
・見ていない（128人）�

印象にのこった点（一部抜粋）�
・恵庭・恵み野旭小：からだのバリアについてよくまとめられており、学級指導でも使えそうな内
容でした。コロナウイルスについての知識が深まる資料でした。�
・千歳・千歳小 ：掲示物や保健だよりに使えるオススメイラストサイト。学級通信でもそうです
が、このようなイラストの方が子供たちにとっては、文字よりも理解しやすいことが多いと思うの

で、利用できるサイトを紹介されありがたいと思った。�
・江別・第一中：カードをスキャンして差し込めることを知らなかったので、やってみたいと思っ
た。システムを購入しなくてもできそうなので、やってみたくなった。�
・恵庭・柏小：校務支援システムの活用方法。最初は苦労するが、慣れてくると、業務改善につな
がり、短い時間で同じ業務が行えるということ。�
・恵庭・恵庭小：コロナが長引き習慣化しつつも、マンネリ化していることも感じています。新た

な提案をいただき、本校でも追試して手洗いを見直したいです。�
・石狩・南線小：すごピタは初めて知りました。本校の保健業務でも活用したいソフトだったので、
大変参考になりました。�
・千歳・緑小：学級指導で使える資料があり、よかった。�
・石狩・双葉小：詳しくわかりやすかった。�

２０２１年　情報教育部会　アンケートの結果から�
�
　今年度もコロナ禍で緊急事態宣言の延長といろいろと制限を受けた中での研修会となりました。�
情報教育部会としても昨年に引き続きのオンライン開催となりました。通常の研修会とは異なる環
境でしたが、レポートの数、アンケートの数とも通常開催以上に集まり、大変感謝しております。

特にアンケートの総数は「286人」で、回答率は「約８２%」となりました。会員の皆様には、お
忙しい中での動画の視聴やレポートを閲覧していただき、大変ありがとうございました。�
　GIGAスクールで1人１台端末が導入され、もう直ぐ半年が過ぎようとしております。「どのよ
うに使ったら良いのだろうか」「もっと他の使い方を知りたい」など、今回のアンケートを通して、
情報教育部会の意義を改めて感じました。�
　今年度ももう直ぐ前期が終わります。残り約半年となりましたが、情報教育部会での研修が、各

校での実践の一助となれば幸いです。このたびは、レポート作成からアンケート回答までご協力い
ただき、ありがとうございました。�


